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 研究するにも拘わらず異なる主張が導き出される諸学説、等から構成される、研究対象が決定され
 ることになった。また、学説の体系化について.特定学説の枠組みをそのまま用いるような「個性
 的体系化」と、より一般的な枠組みを用いる「…般的体系化」の2種類が概念化され、一般的体系
 化の方が学説史全体の客観化に貢献しうることが主張されるとともに、これが本研究で選択される
 ことになった。
 第二章では、1970年代初頭を境にArgyrisの学説全体が前期学説と後期に』.二分され、1950年代に
 始まる前期学説の体系化と、経営学的意義および前期学説の課題が考察される。前期学説において
 は、個人は、本質的に自己実現を志向し、心理的成功を経験し、自尊意識の拡大により心理的エネ
 ルギーを増大する存在として概念化される。組織は、本質的に、入カー変換一出力という循環から
 構成される、複合的・動態的・開放的なシステムであり、自己実現を志向する存在として概念化さ
 れる。公式組織の方略に基づいて形成される労働環境は、その統制的な管理によって個々人に葛藤
 を経験させ、その結果、個々人は防衛的になって順応活動を展開させてしまうため、組織全体の効
 果性を減少させることになる。これを克服するために、Argyrisは伝統的管理方略やピラミッド型
 の組織構造の修正を提案した。また、公式組織方略によって影響された幹部達は、合理性を過度に
 強調し感情を抑圧するため、対人問題を上手く解決できなくなる。この結果、非効果的なダイナミ
 クスが醸成され、組織の革新性や効果性が損なわれてしまうことになる。これに対して、研究者に
 よる介入活動が展開され、幹部達の価値観の修正や対人能力の向上が図られることを通じて、組織
 の革新性が促進されることになった。
 この前期学説の研究主題としては.①個人と組織との統合、②機能主義的管理や人間関係プログ
 ラムによって引き起される意図せざる結果の探究、③政治的な非合理性を前提としてしまっている
 諸研究への批判、等が見出される。さらに、Argyris前期学説の経営学的意義としては、その模範
 性と批判性が見出された。即ち、複雑性・全体性・諸要素の相互関係性を十分に考慮に入れた、
 Argyrisによる個人の概念化は、特定の個別概念に過度に焦点を当て過ぎる傾向のある現在の諸研
 究に鮒する模範として評価されうる。また、Argyrisがかつて提案した管理方略や介入活動は、最
 近の経営学・経営実践における諸提案(エンパワーメント、自律型組織、ダイアローグ等)と類似
 している。この類似性からは、Argyris前期学説の先進性が見出されるとともに、経営学・経営実
 践の累積的進歩が十分ではないという批判も導き出されることになる。最後に、Argyris前期学説
 の課題が指摘されることになる。
 第三章では、!970年代初頭から現在までのArgyrisの後期学説の体系化と、経営学的意義および
 後期学説の課題が考察される。後期学説では、個人は限定的な合理性を有し、行為の理論に基づい
 て行為する主体として概念化される。行為の理論は信奉理論と実行理論に区別され、後者が実際の
 行動を統括するものとされる。実行理論として、人々は、他者を一方的にコントロールするような
 行為方略から構成されるModeHを内面化する傾向がある。一方、組織は・古代ギリシア・ポリ
 スの憲法の原理によって統治される協同体系として概念化され、組織的行為のための規範を内包す
 る存在として概念化される。組織の人々が困難な問題に直面して、慣れたModelIと防衛的推論
 経476
璽
 ■
旨
■
一
 側・薄
 皐月暫ざ彰尉鷺廼彰:澱:1趣fl身二痒孝…麹⑦9'し擁ンq}達至極萄書剛⑦線虫旧号身τ≧皐目暴≡、法身二一9'律県界1「酉畔薫∫目鼻口:1
 畢搬嬰耳ら凹噛94畔コ嚢率}響呈露'皐1訟酬(o健轟臨罷・臨蝉k畜甥⑦12。4球皐滋象畔翻雛・餓銘
 ・智事⑦貨紫s郎翫∀立》畢刷柔櫻鰍・轟音⑦ユ皐衷嗣鴬伽σ婁コ鴬⑦ユ皐tりkア泣東竪窮
 。マし導コ1二～コ曇穿♀産晋解黒鷹
 畢ぞコ9ゑ¥韓且趣r⊇1影簾導切口4ムOア母33uePS℃loT卑D∀曳コ母ぞ?9t言草否畔劇弾コ1魏年⑦
 s郎雛Vいη＼りみ皐↓苔軸彬母娩録婦番帥和鵡畔Y夢'⊃魁警。9辞皐月暫畔離婁ら1焦具黎導壷
 草降⊇1草9Qユ喫翼母二～コ9.幽財軍母(叢書止(り累除造園斜恥曝M'購影⑦響錨主)隊q升轟々難身.再
 稗コ雛囲鵜冊'マ皐。身t碁♀用暫畔離婁初霜具赫コ1草4∩用皐黛タ蕊剛率Gつ蝶⑦9曙4(り召自軍4つ
 9⊇協鰍σq販耳9ア9享;?9甲∩醜草母軍躰⑦?雛…ξ醐…じ二～雛年醐量曳φ7N軽⑦1?輩鍛留動ぞ
 '陛i把廻贅⑦牽難、皐,を異1⑦コ録}購⑦;～朗話ぞ駈抱身》FコlsI証雛∀0零し耳コニ～⊃～}/お～箪rヨラ罫4号搬
 ⑦島e8P・1埜・畷∂lqBU・即∀⇔碩IBsn玲u8{s3σ噛↓e・ueP8u・即V。4τ瞬用暫≦4葦∫日脚皐
 ¥コ剛⑦?嬰eDu3psu叫D∀ぞ嬰τP肥eg璽uo即∀'測ユkうしコ辛μ召×善⑦9群9享型屋呈柔罰
 県垂⑦雪線…斑畜図曳阜¥群⑦羅月毎φi痢構図⑦考官鶏騰穆融、「ト4∩o⊇'律皐月百畔ぞコQ導kうユ∩珊
 銘判黎罪⑦sτ証翫Vユq畔コ金'マコ9qユ皐ユ∩翳目畢二～コ9享暴魂畢秘宙峰薄切臆醤⑦職務ユ
 ∩暴魂筆勢團卿Y軽k二～コ曾真影肺母4一去コ1駒埋彰ユQ出畢尉阜陣灘多㌧ぞコ曾車裂夏コ享型(∂
 ;単為麺∫⑦重書囲巧〕匪1護影響呈蚕空や達f旱宏⑦ユ〕。2!つ↓鼻モチ尋～月ン謡Σヒニ～コ♪警甕⑦…ンk「1亘藁く姿コ1響…}∈)DuePSuo舞OV⑦
 ↓峯畢雛～塑風評庸0ゐ61②耀τP認ese題uo即V⑦ユ皐肇鰍辱晦0ゐ6工～婦…切961①'母》眉細頚
 ⑦ユ皐9距コ円盤9・輪子虫0961'ユ県母導蕩:1「号珊⑦ぞ翻謡祁后雌」(os郎翫V軽罪泣集団篤
 。9健薄鱗男終4ぞ⊇Q邸q)穿皐滋舞
 ⊇膨十ぎ幡障槻ら廻多餌群2噛}痴②'ぞ》鴇Qユし緯幽魂〕膨一1一王朝膿面α週贈湖彫翼'宙旱婁
 ⑦睡聯(Pv型贈胤IY稗莚)'ユ∩二～醗罷(り腱煮臨罷⊇隊ま警。9禦ユ9畔Q導qユτ瞬¥雄毎:1仔十窮1ユ
 しア:1彫挫擢⑦昆誌;ら囎粗妥⑦翔拝1醗宙彗薄9ア⑦1⊇k勲9耳吾耳。曾γ身;判昇鷹マ9嘩:店y4り誰1習
 多範興Yくプ耳目早世身詰⑦敬49ゑ翻草筆爆鄭1(リコ'コ母:?;～9享餉韻母▽ン=r4〆身ゑ雨難畔星劃
 9享随曝索d・・Telqn・(1ユしア〕劇謝々ヌ唖懸号i燗・ムく46卵撮!'罪凝i県⑦現駄臨罷
 。曾望ユ⑦管ゑ寝轟コ「▽子Σ4黒轟n-0」9皐立畔:～コ
 9ゑ睡話コ塒齢縛保痴d・・T∂lqn・α皐離賜協導コ?コ淋うユ塊皐¥韓多照鳩曾皐ユ阻聖母n
 {epo四割Y々團}';～9ψ♀甥珊琴畔塊コ。曾ΣβRコ9穿皐φ翼降ベレ善一弔慰享鵬厚謝爵'穿掌中■
 罰y鯛垣淫(りQ罷'穿皐2拝冒淫ぎ4ム・く4ぐ9喫コ豚ま昇⑦驚幽閑llξ図kユQ零コ宙霧φ饗鼎9穿翠昂葺[}
 畔つ穿コ。9ψ皐幡羅コ19ア9草創剰母響甥1切廻軍ぞmepo翼9.巨籔謝石彫辮'ユつ翻軍母ψぞ
 「饗宴母星剰菊謝9アコlHgpo翼早』}/・く〆⑦講融'ユしアユげr馴⑦二～鼎YΨ。9ゑY夢コ賜
 融婁曝三を挫㌧ψ翠霞珊:翻携)禦号俸Y團Pコ漁49享雑棚タ量康保索4∩9コ。9皐∩ユし婿
 母野暗晦⑦そ黛醤聡警Y團Dゑ穿皐雛弟判昆痴doo履一alqno{r?管.巨集溜コ1「▽姜×4撮霜1-0」
 導9ア9一含量鱒母*藷＼4鵜融。9導コ1二～コ9皐∩ユ穿皐陽『眺σ齪痴卿搬琳'穿皐田》畢畔・て
 シ舌一44彰利駒羅欝「取置畔穿⊃'ユ畔φ。9季∩ユ丹皐耳7羅母溜樹立コ梱,ゆ?黒印夕転載4>G
 ユ∩ぞ9平和蒋∩由季コ1杯鷺“目母丑夏⑦鼎囲笥溜母胴縁判9羅'コ鴎H9享1?9アつ¥幅/ユq幽覆
 れた。これらの結果を踏まえ、Al・gyris学説の変容と一貫性の意味が考察された。Argyris自身の
 研究回顧を検討することにより、前期学説に基づく課題解決が短命に終わってしまったという結果
 を踏まえ、これを克服するために後期学説が展開されてきていることが明らかにされた。例えば、
 個人の非効果性は、パーソナリティの諸理論では十分に捉えきれなかったため、認知的側面の諸理
 論が適用されることになった。ただし、パーソナリティを中心とした前期学説と認知的側面を重視
 した後期学説は矛盾せず、むしろ、相補的な関係とされた。また、Argyris学説の一貫性の側面を
 探究することにより、非合理性に挑戦して代替物を解放しようとする批判理論的な側面、研究と実
 践との統合、民主主義の実現という.Argyris学説の基本的な価値観を見出すとともに、これらの
 観点においてArgyris学説の経営学的意義が検討された。最後に、これらの議論を踏まえて
 Argyris学説におけるActiollSciellceや組織的学習についての将来的な展望が展開された。
マ
 論文審査結果の要旨
 本論文は、C.Argyrisが1950年代以降これまでに、組織・管理について展開してきている諸概念
 と諸理論とそれらの体系を、研究の対象と方法の面から分類し、さらに70年代初頭を境に前期と後
 期に区分した上で、各々の特質と経営学的意義を解明し、廿ヒ判的な考察も加え、その生成・変容・
 発展、また不変性・一貫性、さらに課題・発展方向性を考究した意欲的な労作である。
 第二・三・五章では、前期と後期の各研究対象を、個人と組織の不調和とその克服、また組織学
 習の障害とその解決、に求める。その変容根拠を能力と情況学習に求め、①解決すべき課題が、組
 織での人間・技術問題から、学習機能諸障害・高度技術問題へ、②人間・個人行動概念が、パーソ
 ナリティ・環境に影響されながらの心理的行動(成熟か未成熟か)から、信奉理論か実行理論に支
 配され推論をしながらの行動(主に合理的統制的な実行理論Modeliにもとづく防衛)へ、③組
 織が、効果性を求めた開放的・動態的な複合システム(個人欲求と組織要請の不調和による集団の
 防衛的順応と組織の反作用的統制的管理、また対人関係本性と組織価値観の不調和による個人の大
 勢順応と組織の反作用的防衛的管理)から、意思決定の集合システム(主に個人ModelIによる
 学習障害から組織的学習障害に至り本質外の修正のみとするSingle-LoopLeamingになってしま
 う0-1学習モデル)へ、④課題解決の方法が、伝統的管理諸方法などの修正、さらに研究者の介入
 による対人関係の改善から、外部支援者の教育的介入による各人の行動と影響の反省と新しい実行
 理論Modeln・生産的推論の習得にもとづいてDouble・LoopLeamingになる0-H学習モデルヘ、
 変容されつつも、前・後期で問題現象や解決方法の提示の仕方等が共通しているとする。
 第四・五章では、理論と実践の統合をめざし、前期と後期の研究方法を、各々ActiOnResearc1ユ
 とActionScienceとして、①問題の発生原因を感情や行動からその前提である行動設計に変更し、
 ②仮説検証法を、個人行動の種類別の得点化による定量分析から、実践現場での行為者の意図と結
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